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(1)細菌群集および、ピコ植物プランクトン
Fig.lに細菌の水平分布(表層6地点の比較)と垂直分布 (Sta.1，2)を示した。表層
の細菌密度は最小が8.71x106cell/ml (5/21の5・0)，最大が1.32x108cell/ml (7/24の6・0)
で，平均は6.83xl07cel/mlであった。細菌密度は7月と 8月に湖全域で高くなってい
た。垂直方向では 10月の Sta.2を除いて常に下層で細菌密度が高い傾向がみられた。
一般に細菌密度は貧栄養な湖沼ほど低く，富栄養になるにつれて高くなる。朱鞠内
湖の表層で観察された 6.83x107cell/mlという密度は通常の富栄養湖よりも高く，湖沼
においては非常に高密度であるといえる。しかし，朱鞠内湖の細菌は蛍光顕微鏡で見
える光の点が小さなものが多く，細胞の大きさは他の、湖沼に比べて小さいものと考え
られる。
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Fig.1 Bacterial density of ho白 ontaland vertical distribution in Lake Shumarinai (2002) 
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ピ コ 植 物 プ ラ ン ク ト ン は 蛍 光 を 照 射 し た と き に 赤 色 の 光 を 放 つ も の ( レ ッ ド タ イ
プ ) と 燈 色 の 光 を 放 つ も の ( オ レ ン ジ タ イ プ ) が あ る た め そ れ ら を 区 別 し て 計 数 し た 。
な お ， 色 に 差 が あ る の は そ れ ぞ れ が 持 つ 主 要 同 化 色 素 が 異 な る た め で あ る 。 表 層 の ピ
コ 植 物 プ ラ ン ク ト ン 密 度 は 最 小 が 5.22x10
3
cell/ml (5/21 の 2・ 0). 最 大 が 1 . 1 1 x 1 0
5
ce 1!m l  
(7/24 の 5・ 0) で ， 平 均 は 3.76x10
4
ce 1!m l で あ っ た 。 細 菌 密 度 と 同 様 に 7 月 と 8 月 に 高
く な っ て い た 。 垂 直 方 向 で は 上 層 で レ ッ ド タ イ フ が 多 く ， 下 層 で は オ レ ン ジ タ イ プ が
増 え る 傾 向 が み ら れ た 。 1 0 月 は 表 層 で も オ レ ン ジ タ イ プ の 割 合 が 高 か っ た 。
( 2 )植 物 プ ラ ン ク ト ン の 種 構 成 お よ び 、 現 存 量 の 変 化
朱 鞠 内 湖 に 出 現 す る 植 物 フ ラ ン ク ト ン の 特 徴 と し て ， 夏 か ら 秋 に か け て 混 合 栄 養 生
物 で あ る 鞭 毛 藻 類 が 多 い こ と が 認 め ら れ た 。 朱 鞠 内 湖 の 栄 養 塩 は . 6 月 以 降 ， 溶 存 無
機 態 窒 素 や 溶 存 反 応 性 リ ン が 枯 渇 す る こ と が あ り ， 独 立 栄 養 の み の 植 物 プ ラ ン ク ト ン
よ り も ， 栄 養 源 と し て 細 菌 を 摂 食 す る こ と に よ り エ ネ ル ギ ー を 得 る 鞭 毛 藻 類 が 成 長 し
や す い こ と が 考 え ら れ る 。 ま た . 7. 8 月 に 出 現 し た A. planktonica は ， 水 中 の 溶 存 無
機 態 窒 素 が 枯 渇 し た 場 合 ， 窒 素 固 定 に よ り 窒 素 ガ ス を 利 用 で き も の の ， 他 に リ ン 源 を
求 め な く て は な ら ず ， 栄 養 塩 源 が 必 要 で あ る 。
考 え ら れ る 可 能 性 と し て ， 口 上 流 域 の ど こ か に 栄 養 塩 負 荷 が あ る 口 ア キ ネ ー ト か ら
分 裂 す る 際 に 底 質 か ら 溶 出 す る 栄 養 塩 を 蓄 積 し て い る ， と い う よ う な こ と が 考 え ら れ
る 。 今 後 の 課 題 と し て ， こ れ ら 鞭 毛 藻 類 や ラ ン 藻 の 栄 養 源 の 特 定 を 行 う こ と が 重 要 で
あ る 。
全 調 査 地 点 の 表 層 に お け る 主 要 植 物 フ ラ ン ク ト ン の 密 度 の 変 化 を Fig. 2 に 示 し た 。 5
月 は 昨 年 と 同 様 に ケ イ 藻 の D i a t o m a sp. が 優 占 し ， 全 調 査 地 点 の 表 層 の 平 均 で . 4 5 0 0  
cells/ml 出 現 し た 。 そ の 他 に ケ イ 藻 の Asterionella formosa が 混 在 し て 多 く 出 現 し た 。 6
月 後 半 (7 月 上 旬 ) で は . 5 月 に 多 く 出 現 し た ケ イ 藻 種 は 表 退 し . Stephanodiscus astraea 
が 出 現 し て い た 。 昨 年 ， 大 発 生 し て い た 黄 色 鞭 毛 藻 の ι americana は 目 立 つ た 出 現 は
示 さ な か っ た 。 8 月 で は . Aulacoseira a m b i g u a を は じ め と し た 数 種 類 の ケ イ 藻 と ， ミ
ド リ ム シ 藻 で あ る Euglena sp. お よ び 渦 鞭 毛 藻 で あ る G y m n o d i m i u m sp. が 比 較 的 多 く 出
現 し た 。
昨 年 ， 湖 水 面 に 集 積 し て 発 生 し た A. planktonica の 目 立 つ た 出 現 は な か っ た (Fig .3)。
10 月 で は ， 昨 年 多 く 出 現 し た ケ イ 藻 の A. formosa ，  A. a m b i g u a ， 褐 色 鞭 毛 藻 の
Cη p t o m o n a s  sp. 黄 色 鞭 毛 藻 の Synura sp. の 出 現 は 目 立 た な く ， ι americana が 多 く 出
現 し た も の の ， 密 度 は 2300 cells/ml で ， 昨 年 の ピ ー ク 時 (12900 cells/ml) と 比 較 し て
極 め て 低 か っ た 。
朱 鞠 内 湖 で は ， 夏 期 に は 全 地 点 の 表 層 に お い て ι americana が 多 く 出 現 し た 。 Sta.4 ，
5 お よ び 6 で は U. americana の 他 に C r y p t o m o n a s sp. も 多 く 出 現 し た 。 ι americana を
除 い た 場 合 ， 鞭 毛 藻 類 が 最 も 多 く 出 現 し た の は Sta.3 で あ っ た 。 Sta.1 お よ び 、 2 の 水 深
10. 20. 3 0  m で は 植 物 フ ラ ン ク ト ン 種 の 目 立 っ た 出 現 は 認 め ら れ な か っ た 。 ま た ，
A n a b a e n a  planktonica に よ る 水 の 華 の 発 生 が 内 湾 部 で あ る sta. 5. 6 で 認 め ら れ た が ，
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湖心の表層でも薄い膜状で認められた。しかし， 2005年では，夏期に Anabaena
planktonicaによる水の華が全く出現せず，替わりに水深5mにGymnodiniumsp.の濃厚
な約O.5mの集中した層が認められた。
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Fig.2 Cell density of phytoplankton in Lake Shumarinai (2002・2003)
(Mean value of surface layer in Sta. 1・6)
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(3) 動 物 プ ラ ン ク ト ン の 種 構 成 お よ び 、 現 存 量 の 変 化
Fig . 4 は 動 物 プ ラ ン ク ト ン 出 現 種 と そ の 個 体 数 を 表 層 6 地 点 の 平 均 値 で 示 し た も の
で あ る 。 地 点 ご と の 動 物 プ ラ ン ク ト ン 個 体 数 は 最 大 が 2 0 0 3 年 8 月 の Sta.6 に お け る 1 7 8
inds.!l で ， 最 小 は 2 0 0 3 年 10 月 の Sta. 1， 4 ， 5 に お け る o inds.!l で あ っ た 。 朱 鞠 内 湖 で は
全 体 的 に 榛 脚 類 が 少 な く ， ワ ム シ 類 が 多 い 傾 向 が み ら れ た 。 優 占 種 は ワ ム シ 類 の
A 宅 planchna priodonta ，  Polyarthra vulgaris ，  Keratella cochrearis が 多 く ， ま た ， 2 0 0 2 年
に は Filinia longiseta ，  2 0 0 3 年 に は H o l o p e d i u m g i b b e r u m も 比 較 的 多 く み ら れ た 。 朱 鞠
内 湖 で は ， 2 0 0 2 年 5 月 と 2 0 0 3 年 1 0 月 に 動 物 フ ラ ン ク ト ン が ほ と ん ど 発 生 し な か っ た 。
こ れ は ， 春 の 解 氷 の 遅 れ や 秋 期 の 寒 冷 化 に よ り 水 温 が 低 く ， 餌 と な る 植 物 プ ラ ン ク ト
ン の 量 が 少 な か っ た た め で あ る と 考 え ら れ る 。
( 4 )  微 生 物 群 集 の 関 連
朱 鞠 内 湖 の 細 菌 群 集 ， ピ コ フ ラ ン ク ト ン 群 集 ， 大 型 植 物 フ ラ ン ク ト ン 群 集 ， お よ び
動 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集 の 個 体 数 の 変 動 な ど に つ い て 相 互 関 係 を 調 べ た と こ ろ ， 下 記 の
図 (Fig.5) の よ う に な っ た 。 ワ ム シ 群 集 は 黄 色 鞭 毛 藻 群 集 や ピ コ 植 物 プ ラ ン ク ト ン ( レ
ッ ド タ イ プ ) と 強 い 相 関 が 認 め ら れ た が ， ケ イ 藻 群 集 は 緑 藻 群 集 と 正 の 相 関 が 認 め ら
れ た 以 外 に は 細 菌 群 集 と 負 の 強 い 相 関 が 認 め ら れ た も の の ， 他 の 動 物 プ ラ ン ク ト ン 群
集 と の 相 関 は 認 め ら れ な か っ た 。
一 103-
2002/10/28 ?ー ，? ? ? ?
2002/08/27 
』
己
2002/07/24 
』
ド
ド・
「
2002/05/21 一ra…澗jト
IM・M-itjaf?』!F?i1OSI' n叩 pbl~~~eD a! I 
ROt;;7MliiHitPHiii11同
As~mm~u~i 1 oe~! ・ lBra~~fm~nnlvm?gm i 
i1i1!iljiJiljiil 
hiHi!1:joi!i!!i卜
kothol~Wcm i ei L 
y:!ii;!i-;f 
~~~~g~eC~y ff~a~ I ~・!~tmmi~cmllgtu i fif~mm ImmH 1 
Copopodl 
10 15 20 25 30 
2003/10/07 
10 15 20 25 30 
??
「
?
?
???
2003/08/14 
10 15 20 25 30 
2003/06/30 2003/05/26 ???
「 ー 。
?? ?
???，
•
.. 
? ? ? ? ?
? ?
? ? ?
?
?
? ? ?
，
? ? ? ? ? ?
，? ? ?
? ???????? ? ? ?
?
?， ， ? ? ?
??? ? ? ?
???
?
?? ? ? ? ? ? ? ? ?
』? ? ? ?
? ?? ??
??
? ?
? ? ? ?
??
??， ，
?
，? ?
?
? ?
』 ?
? ?
?? ? ?
? ?
?? ?，
?? ?
? ?? ?
? ?
? ? ? ? ?
，? ?
?
? ? 『
? ? ?
?
?
， 』 ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ?
??
?
? ? ? ?
?? ???
?????????
，?
?
?
?
???
?
。
?
?
CO.O.O.I 
Fig.4. List and individuals of zooplankton in Lake Shumarinai in 2002・2003.
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Fig.5 Interaction of microbial community in Lake Shumarinai 
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